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彦根の家　井上久実設計室

　彦根城南東の護国神社を臨み、往来の多い県道と落ち着い
た市道に短辺で接する縦長の敷地に、”静かな生活”が求めら
れました。
　両隣の建物が立て込んだ環境の中、隣地境界側に沿って外
壁を配置し、その内部に大小の建物ボリュームと中庭が交互に
連続する空間構成としました。
　2つの空間が交互に連続する事で、縦長の敷地の奥行き感
が強調されると同時に、喧騒も徐々に減衰され、静かな空間が
得られました。またそれぞれの空間を繋ぐ、奥行き方向に貫通す
る”路地”は、時にリビングと一体となり空間を拡張し、時に路
地自身が幅を広げ中庭との関係性を深めるなど、単なる通過動
線を超えた空間体験をもたらしています。建物から中庭、中庭か
ら建物の双方向の視線や空間体験とそれに並行する路地空間
の拡張的な空間体験が重奏する事で、静けさと同時に豊かさが
うまれる事を期待しています。
　分節されたそれぞれのボリュームを勾配屋根とする事で、片
流れの屋根の連なりが切妻屋根のような心象を与え、彦根の街
並みに調和した優しい表情を醸し出しています。

撮影：冨田英次　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
井上久実
1967年 奈良県生まれ
1990年 大阪市立大学生活科学部住居学科卒業
1990年 大林組建築設計部入社
1999年 ロンドン在住
2000年 井上久実設計室開設

■建物データ
建 築 主：田井中聡明
所 在 地：滋賀県彦根市
用　　途：1戸建て住宅
竣　　工：2016 年 10月
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設株式会社
敷地面積：278.19 平米
建築面積：170.60 平米
延床面積：209.54 平米
構造規模：木造  地上 2階



写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
中
央
区
の
三
休
橋
筋
東
側
に
上
品
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
レ
ト
ロ
ビ
ル
が
あ
る
。
今
回
は

﹁
小
川
香
料
大
阪
支
店
ビ
ル
﹂
を
取
り
上
げ
る
。

　

会
社
は
明
治
二
六
年
︵
一
八
九
三
年
︶
で
芳
香

原
料
商
小
川
商
店
と
し
て
大
阪
市
東
区
に
て
創
業
。

そ
の
後
法
人
組
織
化
し
、
拠
点
の
建
物
を
計
画
。

設
計
は
芝
川
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手
掛
け
た
本

間
乙
彦
氏
に
依
頼
し
、
建
築
は
竹
中
工
務
店
が
請

負
っ
た
。
規
模
は
地
上
四
階
、地
下
一
階
建
て
で
、

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨
造
で

建
て
ら
れ
た
。
外
壁
は
一
階
部
分
は
石
貼
り
で
、

上
部
は
タ
イ
ル
貼
り
と
し
、
い
く
つ
か
の
庇
で
水

平
に
分
節
す
る
ス
タ
イ
ル
は
当
時
の
流
行
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
正
面
入
口
上
部
に
設
け
ら
れ
た
八
角

形
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
他
に
は
な
い
特
徴
で
、

全
体
は
ア
ー
ル
デ
コ
調
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

竣
工
は
昭
和
五
年
︵
一
九
三
〇
年
︶。

　

建
物
は
平
成
二
一
年
︵
二
〇
〇
九
年
︶
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
建
物
は
通
り

に
対
し
、
重
厚
で
あ
り
な
が
ら
貴
婦
人
の
ご
と
く

上
品
で
柔
ら
か
な
風
情
を
今
も
醸
し
出
し
て
い
る
。
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会
長　

岡
本
森
廣

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
本
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、建
築
界
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
変
化
の
潮
流
に
あ

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
等
に
加
え
て
、
建
築
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
や
人
工
頭
脳
を
用
い
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
・
デ
ジ
タ

ル
化
・
自
動
化
が
加
速
し
て
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
異
次
元
の
業
務
変
化
へ
の
対
応

が
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
、
地
域
社
会
で

は
事
業
規
模
・
量
の
縮
減
、
次
世
代
後
継
者
不
足

が
顕
著
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
建
築
団
体
も
会
員
増

強
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

本
会
で
は
、
行
政
や
他
団
体
と
の
連
携
を
促
進

し
、
既
存
住
宅
調
査
技
術
者
育
成
、
耐
震
、
リ

フ
ォ
ー
ム
、省
エ
ネ
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
、
ま
ち
づ
く
り
、

建
築
相
談
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、
建
築
紛
争
に

係
る
技
術
支
援
等
の
多
岐
に
亘
る
社
会
的
課
題
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
積
極
的
に
活
動
を
具
体

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
人
材
を
有
す
る
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、

特
に
女
性
建
築
士
の
活
動
機
会
の
創
出
や
、
行
政

を
支
援
し
て
府
民
の
利
益
を
擁
護
・
増
進
す
る
社
会

貢
献
活
動
等
は
、
必
ず
や
建
築
士
並
び
に
建
築
士

会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
を
醸
成
し
、
高
い
評
価
に

結
実
す
る
も
の
と
信
じ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
の
建
物
に
出
会
っ
て

委
員　

大
野
治
代

　

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
映
像
に
み
る
広
大

な
景
色
、そ
び
え
る
岩
峰
、山
々
が
織
り
な
す
藍
色

の
濃
淡
や
高
山
植
物
の
咲
く
中
を
歩
き
た
い
と
思

い
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
ア
ル
プ
ス
へ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
か
け

た
。そ
の
時
、印
象
に
残
る
二
つ
の
建
物
に
出
会
っ
た
。

一
つ
は
、南
チ
ロ
ル
に
あ
る
著
名
な
登
山
家
の
博
物
館

︵
標
高
二
二
七
五
m
︶で
、メ
ス
ナ
ー
山
岳
博
物
館
・コ

ロ
ネ
ス︵
二
〇
一
五
︶と
呼
ば
れ
、矩
形
の
三
個
の
カ
プ

セ
ル
が
山
肌
か
ら
空
間
に
突
き
出
て
い
る
。も
う
一
つ

は
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
街
の
ノ
ル
ド
パ
ー
ク・ケ
ー
ブ
ル
駅

︵
二
〇
〇
七
︶で
、駅
建
物
が
氷
河
を
連
想
さ
せ
、そ

の
塊
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
出
発
す
る
。こ
れ
ら
は
、見

る
人
の
度
肝
を
抜
き
、そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
が
、ア

ル
プ
ス
の
壮
大
な
景
色
の
中
に
は
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
建
物
は
ザ
ハ・ハ
デ
ィ
ド
の
設
計
で
あ
る
。

彼
女
の
作
品
は
、二
〇
二
〇
年
日
本
開
催
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
新
国
立
競
技
場・国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
採

用︵
二
〇
一
二
︶さ
れ
た
が
、実
現
し
な
か
っ
た
。彼
女
の

創
作
す
る
建
物
空
間
の
迫
力
、そ
の
ひ
ろ
が
り
は
、通

常
の
人
と
は
異
な
る
次
元
で
あ
る
と
思
っ
た
。

　

さ
て
、私
達
の
日
常
の
仕
事
は
、人
々
に
安
全
・
安

心
・
健
康
的
で
、高
齢
社
会
に
も
適
応
で
き
る
建
物

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、大
阪
府

建
築
士
会
女
子
分
科
会

が
三
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
。継
続
が
力
と
な
り
、

次
の
発
展
の
道
標
と
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

2 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん

3 

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

 

　
　

ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
の
建
物
に
出
会
っ
て　

大
野
治
代

4 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
事
業
案
内

6 

動
静
レ
ポ
ー
ト

7 
Topics

8 
G

allery　

建
築
作
品
紹
介

 
 

桜
橋
御
幸
ビ
ル

 
 

　

設
計　

日
建
設
計　

構
造
設
計　

大
林
組　

施
工　

大
林
組

 
 

大
阪
ソ
ー
ダ
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

 
 

　

設
計　

大
林
組　

施
工　

大
林
組

 
 

高
山
商
店
東
大
阪
営
業
所

 
 

　

設
計
・
監
理　

一
級
建
築
士
事
務
所Y

U
RI D

ESIGN

　

施
工　

西
友
建
設

 
 

H
A

N
A

RE
 

 

　

設
計　

井
上
久
実
設
計
室　

施
工　

西
友
建
設

13 

記
憶
の
建
築　

松
隈　

洋

 
 

清
心
高
等
女
学
校　

一
九
二
九
年

 
 

レ
ー
モ
ン
ド
が
遺
し
た
白
亜
の
女
学
校

14 

建
築
の
射
程　

入
江
智
子

 
 

﹁
健
築
人
を
め
ざ
し
て
﹂
～
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
～

22 

理
事
会
報
告　

建
築
相
談
室
か
ら　

編
集
後
記

建
築
人　

 

１
　

2018

　
　
　

 

目　

次

ノルドパーク・ケーブル駅



2018.01  建築人 4

INFORMATION

平成29年度おおさか環境にやさしい建築講演会
遠藤克彦氏『建築におけるエネル
ギーと環境“大阪新美術館を通して”』
2/6

大阪府、大阪市では、環境配慮の取組みに優
れた建築物を表彰しており、このたび表彰式と
基調講演、受賞者によるプレゼンテーションを
行います。
日時　2月6日（火）　13：30〜16：40
会場　大阪府新別館南館8階大研修室
講師　遠藤克彦（遠藤克彦建築研究所）
テーマ　建築におけるエネルギーと環境
　　　　“大阪新美術館を通して”
参加費　無料
定員　300名
締切　1月24日（水）
問合・申込
　大阪府住宅まちづくり部建築指導室審査
　指導課建築環境・設備グループ
　Tel.06-6210-9725
　E-mail:kenchikushido-g07@sbox.pref.osaka.lg.jp

第5回大阪市ハウジングデザインシ
ンポジウム
第31回大阪市ハウジングデザイン賞表彰式
2/10

大阪市は、魅力ある良質な都市型集合住宅の
供給、既存ストックの有効活用や、良好な維持
管理を行う住宅の普及を促進するとともに、広
く市民の方々や住宅供給に携わる人々の住
宅に対する関心を高めていただくことを目的とし
て、大阪市ハウジングデザイン賞を実施していま
す。同賞の第31回受賞住宅が決定し、表彰式
を行います。
今年度は、平成29年6月20日から7月20日ま
で、市民の皆様や住宅供給に携わる方々から
の推薦を募集したところ、234通の推薦が寄せ
られ、対象住宅89件を第31回大阪市ハウジン
グデザイン賞選考有識者会議において意見を
聴取し審査しました結果、大阪市ハウジングデ
ザイン賞に生野区の「巽NAGAYA」、西淀川
区の「ゆいま〜る福」の2住宅、大阪市ハウジン
グデザイン賞特別賞に淀川区の「K-SOHO」
の1住宅、合計3住宅を決定しました。講演やパ
ネルディスカッションも実施します。
日時　2月10日（土）　13：30〜17：00
会場　大阪市立住まい情報センター3階ホール
　　　大阪市北区天神橋6-4-20
表彰式　第31回大阪市ハウジングデザイン賞
　　　　受賞住宅の表彰
講演　未来の都市（日本）のあり方リノベー
　　　ションの関係
　　　内山博文（u.company㈱代表取締役、 
　　　（一社）リノベーション住宅推進協議会会長）
パネルディスカッション
　「住まい・まちの価値をつくる「住み継ぎ」の
　手法」
定員　100名
参加費　無料
問合　住情報プラザ「第5回大阪市ハウジング
　　　デザインシンポジウム」係
　　　Tel.06-6242-1160
https://www.sumai-machi-net.com/
event/portal/event/33009

講師　豊田保之（トヨダヤスシ建築設計事務所）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

ヘリテージマネージャー・ステップ
アップ講座第1回
2/12　CPD4単位（予定）

本講座は、ヘリテージマネージャー育成講座の
ステップアッププログラムです。今回は、過疎
化・少子高齢化により、地域の衰退が懸念され
ている中、文化財を保護し、活用することが、個
性あふれる地域づくりの礎となることが考えら
れ、文化財を活かしたまちづくりのアイデアを提
供する講座です。
日時　2月12日（月・祝）　13：30〜17：00
場所　大阪府建築士会東会議室
内容　地域の持続性に歴史文化を活かす
講師　村上裕道（兵庫県教育委員会参与、文 
　　　化庁地域文化創生本部総括・政策研究
　　　グループ研究官）
募集　40名程度（申込先着順。但し、大阪府
　　　ヘリテージマネージャー育成講座修
　　　了者・受講者優先。）
受講料　1,000円（当日徴収します。）
※実施1週間前頃に参加証を送信します。
問合　社会貢献委員会

小規模非住宅建築物
省エネルギー性能に係る実態調査
11/17〜3/16

国土交通省は、平成29年11月17日から翌年3
月16日までの期間で、今後の建築物に係る省
エネルギー施策の検討を進めるため、300㎡未
満の非住宅建築物（新築）を対象に、省エネル
ギー性能に係る実態調査を実施します。指定
確認検査機関の確認申請窓口において、本
調査に係るアンケート調査票が配布された際に
は、調査にご協力ください。
詳細は、以下のHPをご覧ください。
日本建築士会連合会HP
http://www.kenchikushikai.or.jp/data/
news/2017-11-13.pdf

建築士のつどい2018
2/10　CPD第一部、第二部各2単位（予定）

建築士会に所属する建築士による各地域での
活動の発表後、リノベーションの第一人者であ
る建築家の大島芳彦先生に講演いただき、私
たちの住む地域や町を元気にする手法や考え
方などを、それぞれの立場から学び、考えます。
建築に携わっておられる方はもちろんのこと、日
頃、建築に触れることの無い方々にも、建築の
世界を身近に感じていただける絶好の機会で
すので、是非、お越し下さい。
主催　近畿建築士会協議会青年部会
日時　2月10日（土）　12：30〜
会場　日本綿業倶楽部 綿業会館本館7階大会場
　　　大阪市中央区備後町2-5-8
最寄駅　地下鉄御堂筋線「本町」駅または
　　　　地下鉄堺筋線「堺筋本町」駅　　
第一部　12：45〜14：45

近畿あーきてくとVol.25
近畿2府4県の建築士会青年部によ
る活動のうち、特に皆様に知って頂き
たい事業をそれぞれ発表します。

第二部　15：25〜17：45
　　　　建築家講演会　大島芳彦　

テーマ　リノベーションによる地域価値
の再生〜人が主役の小さなまちづくり〜

第三部　18：00〜20：00
　　　　交流会　　
　　　　会場　綿業会館1階会員食堂 
その他　綿業会館見学ツアー
　　　　※交流会参加者優先　
　　　　A　11：40〜12：00（定員35名）
　　　　B　14：55〜15：15（定員35名）
参加費　第一部・第二部1,000円
　　　　第三部5,000円（会員・一般）
　　　　学生無料

（学生は第一部・第二部のみ参加可）

近畿建築士会協議会女性部会
第3回 くらしとすまいをみつめる
地域にある気候風土に適応した住宅を造るた
めにパッシブデザインの基礎を知り、省エネル
ギーな暮らしを提案するために必要な設計手
法と事例を学ぶ
2/10　CPD2単位（予定）
 

「くらしとすまいをみつめる」をテーマに、社会的
課題の解決方法やストック社会に向けて、建築
士として知っておくべきことを主眼においた継続
セミナー・勉強会も3回目を迎えました。近年は
住宅の省エネルギー化に向けて、様々な施策
が始まっています。外皮計算や一次エネルギー
等基準に応じた住宅を計算し、提供することが
義務付けられ始めました。同時に、地域で長い
年月をかけて培われてきた伝統的な住宅を造り
続けることができるような認定ルールの策定も
始まっています。建築士は、その両方の特徴を
捉え、未来に残す建築物について考えなければ
なりません。そこで、本セミナーでは、気候風土を
生かした住宅を作るために必要なパッシブデザ
インの基礎を知り、省エネルギーな暮らしを提案
するために必要な設計手法と事例を学びます。
日時　2月10日（土）　13：30〜15：45
　　　受付13：00〜
会場　日本綿業倶楽部（綿業会館）　
　　　大阪市中央区備後町2-5-8

「建築工事標準仕様書JASS6鉄
骨工事ならびに関連指針」改定講
習会（大阪開催）
1/26

およそ10年ぶりに大規模な同時改定を行っ
た、建築工事標準仕様書JASS6鉄骨工事と
2冊の「鉄骨工事技術指針」および「鉄骨精度
測定指針」の4冊をテキストとした講習会です。
主催　（一社）日本建築学会
日時　1月26日（金）　10：00〜17：00
会場　ドーンセンター7階ホール
　　　大阪市中央区大手前1-3-49
定員　400名
参加費　本会会員29,000円（テキスト代含）
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538  
　　　http://www.aij.or.jp/

「つよい木造住宅のつくりかた1」
2月木造トラス勉強会
2/21

伝統の木造軸組にもルールがあります。木造軸
組の意外と知られていない決まり事は、『2×4』
の基準と共通する点が数多くあります。一見、
基準が無いと思われている伝統木造のルールを

『2×4』の構造ブロックの考え方に置き換えて
解説します。実例を織り交ぜ、実習の時間も設
けています。
日時　2月21日（土）　13：00〜17：00 
終了後、会場に残り懇親会（希望者のみ） 
会場　西宮市勤労会館（予定） 
費用　4,000円（資料代含） 
懇親会参加の場合は別途懇親会費1,000円 
申込　（株）合掌
　　　E-mail:truss@hera.eonet.ne.jp
　　　Fax.0742-36-2929

「鋼構造座屈設計指針」改定講習会
（大阪開催）

3/2

座屈現象そのものを今までよりも広い視野で観
察し記述された「鋼構造座屈設計指針」の改
定版の講習会です。
主催　（一社）日本建築学会構造委員会
　　　鋼構造運営委員会
日時　3月2日（金）　10：30〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　150名
受講料　本会会員14,000円 （テキスト代含）
　　　　テキスト「鋼構造座屈設計指針」
問合　（一社）日本建築学会近畿支部 
　　　Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

日本建築士会連合会HPよりお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/

平成29年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
1/14・2/17・3/17

歴史的建造物を会場に、文化財所有者からそ
の保存と活用について直接話を伺います。また
着物、能楽、書道といった毎回異なる活用事例
のワークショップに参加・検証を行い、最終回で
は受講生の皆様にワークショップ等の企画をし
ていただきます。これらの実践的な経験を積むこ
とで、文化財の活用を通じた保存活動ができる
力を養います。事前申込制となっておりますの
で本会ホームページから申込書にてFAXまたは
メールでお申込ください。
日程　①1月14日（日） 藤井家住宅（石切　
　　　　　　　　　　 ヴィレッジ）能楽
　　　②2月17日（土） 少彦名神社：書道
　　　③3月17日（土） 中之島図書館：ガイドツアー
時間　各回共13時～16時
場所　上記登録文化財・重要文化財
※開催場所・集合時間は、「参加証」にてご案
　内します。
募集　各回30名（申込先着順）
※但し、ヘリテージマネージャー受講生優先。
参加費　各回2,000円
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

第62回大阪建築コンクール募集
1/15〜31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者である大阪府建築士会
会員を表彰するもので、今回で第62回を迎えま
す。渡辺節賞については、新しい建築文化の
原動力となる若い優れた設計者を表彰します。
募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門

（完了検査済証発行日で39歳以下）
両部門共建物の種類・規模は問わない

審査委員
　委員長　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
　委員　　鉾井修一（京都大学名誉教授）
　　　　　桝田洋子（桃李舎主宰） 
　　　　　松岡　聡（近畿大学教授）
　　　　　松田浩三（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　　 公共建築室室長）
応募期間　1月15日（月）〜1月31日（水）
応募資格　大阪府知事賞部門：本会正会員
　　　　　または大阪府在住もしくは在勤の者

渡辺節賞部門：本会正会員または
大阪在住もしくは在勤の者で完了
検査済証発行日に39歳以下の者

応募料　本会正会員　1作品20,000円
　　　　本会正会員外　1作品につき40,000円
※応募詳細は本号同封の第62回大阪建築コ

ンクール応募要項をご覧ください。

が改正され、新たに小規模向けの契約書類が
発行されました。また、四会契約約款の解説書
も合わせて改正され、一般向けと小規模向けの
それぞれが平成28年9月に発行されました。こ
の新しい解説書をテキストとして、契約の重要
性、約款の内容などを学習することを目的とした
講習会を開催いたします。
日時　2月16日（金）　13：15〜16：50
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般4,500円
テキスト　一般向け編テキスト4,500円
　　　　　小規模向け編テキスト2,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
早わかり「モデル建物法」による入
力シート作成解説
2/20　CPD2単位（予定）

省エネ基準への適合の可否を判断するために
は、国立研究開発法人建築研究所HPの詳細
計算プログラム「エネルギー消費性能計算プ
ログラム」（標準入力法）と簡易計算プログラム

「モデル建物法」のいずれかを用いて計算を行
う必要があり、現在、簡易なモデル建物法が広
く一般に用いられるため、同プログラムへの対
応・習熟が必要不可欠です。本講習会は、モデ
ル建物法を用いて、省エネ計算を行う上で必要
な建物外皮性能計算のための空調設備デー
タ入力手順を、事例を用いてわかりやすく短時
間で解説する初心者向け講習です。
日時　2月20日（火）　13：55〜16：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員5,000円
　　　　一般7,000円

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習2/26　CPD5単位
移行講習1/24　CPD3単位

平成28年6月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」が義務付けられる予定
です。調査の実施は、登録機関の講習を修了し
た建築士のみに認められ、新たな建築士業務と
なります。なお、従来のインスペクター登録者は
同調査を実施できませんが、その方 を々対象に
規定の講義の一部を免除した「移行講習」も
開催します。
<新規講習>
日時　2月26日（月）　10：00〜17：50
会場　大阪府建築健保会館
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<移行講習>
日時　1月24日（水）　13：00〜17：50
会場　大阪府建築士会会議室
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込16,740円
　　　　郵送申込17,280円
<申込方法>

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/18、2/15、3/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であり、
建築に特化したテキストを使用し、経験豊富な
ベテラン技術者の講師による解説と映像で、実
務に役立つ情報を提供します。監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日程　1/18（木）、2/15（木）、3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み 9,500円
　　　　郵送申込み 10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ 
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/30　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。
日程　1月30日（火）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《一般診断法》
2/9　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　2月9日（金）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

建築士法にもとづく建築技術講習会
実務者のための設計・監理契約書
講習会
2/16　CPD3単位

建築士法の一部改正に対応するため、四会連
合協定建築設計・監理等業務委託契約書類

平成29年度建築士定期講習
2/28、3/26、3/30　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　2/28（水）　大阪国際会議場
　　　　　　 定員300名  会場コード5C-55
　3/26（月）　大阪国際会議場
　　　　　　 定員300名  会場コード5C-06
　3/30（金）　大阪府建築健保会館
　　　　　　 定員90名  会場コード5C-56
時間　9：25〜17：00
申込書必着日　2/28（水）講習：1/24（水）
　　　　　　　3/26（月）講習：2/19（月）
　　　　　　　3/30（金）講習：2/23（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局
建築技術教育普及センターHPにてWEB申
込みも可能となりました。

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
簡易評価法（仕様ルート・簡易計算
ルート）
1/17・1/23　CPD6単位

省エネ基準の評価方法には①仕様ルート、②
簡易計算ルート、③詳細計算ルートがあり、②
簡易計算ルートはこれまでの③詳細計算ルート
と違い、屋根・壁・開口部等の外皮各部位の面
積計算をすることなく熱性能値を電卓等で簡単
に計算できます。初めて省エネ計算を学ばれる
方にも理解しやすく、省エネ評価入門編の『簡
易評価法』について、本講習会でわかりやすく
説明いたします。
日程　1月17日（水）・1月23日（火） 
時間　9：40〜16：30（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名	
受講料　会員 本会が補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※建築士会会員は受講料を本会が全額補助。
申込　専用のWEBからお申込みください。
HP　 省エネ講習会　 検索	
詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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せられ、その内容は建築の考え方やリ
フォーム、品質 ･ 瑕疵の相談、特に施工
者との紛争トラブル相談が多いことを説
明しました。また、4 月に改正宅建法が
施行され、取引時に説明が義務化される
既存住宅状況調査の活用を消費者に PR
していただくようお願いしました。
消費者団体からは、住宅の耐震診断 ･ 補
強や省エネ等の工事が適切に行われてい
ることを消費者が判断できるわかりやす
い基準の周知や、本会の現地相談におけ
る結果の書面化などの要望に対し、本会
の考え方や方針を具体に示し、改善でき
るところは見直すことを説明し、有意義
な意見交換となりました。

本会は、12 月 4 日に（公社）全日本不動
産協会大阪府本部と、12 月 11 日に（一社）
大阪府宅地建物取引業協会と、相互協力
に関する覚書の調印式を行いました。
両会とは既存住宅状況調査や、宅建士に
対する講習などで相互協力を行い、関係
を強化することで合意し、今後はインス
ペクション活動などにおける具体的な協
力内容について、双方の担当委員が実務
ベルで協議を行うこととしています。

行事の「釿（ちょうな）始め」を披露し、
大会アピールでは、京都府建築士会の衛
藤会長が、地域に相応しい木造建築の再
興と既存住宅の流通促進に向けた活動の
推進等を宣言されました。続いて、功労
者や伝統技能者、連合会賞の表彰が行わ
れました。
来年度の全国大会は 10 月 26 日に、「歴
史に感謝　未来に約束」をテーマとして
埼玉大会が開催されます。

平成 29 年の建築士設計製図試験合格者
の発表が 12 月にありました。
全国の合格者（下表）は、昨年に比べて
全体で 416 名、率にして 4.2％減少しま
した。

（　）は大阪府の合格者

11 月 29 日に、消費者関係団体である関
西消費者連合会、大阪府地域婦人団体協
議会、消費者情報ネット、全国消費者生
活相談員協会関西支部、日本消費生活ア
ドバイザー・コンサルタント相談員協会
西日本支部の 5 団体と、本会の正副会長
等の役員が出席し消費者の建築に関する
相談の現状や本会活動・建築士に対する
要望等について意見交換を行いました。
まず、本会が毎日実施している建築相談
には消費者から毎年約 600 件の相談が寄

11/28  大阪府収用委員会
11/29  日本建築学会近畿支部記念式典
  消費者関係団体との意見交換会
12/ 4 全日本不動産協会大阪府本部
  覚書調印式
12/ 7 理事会（日本建築士会連合会）
12/ 8 建築士会全国大会「京都大会」
  長野県建築士会との交流会
 12/11 大阪府宅地建物取引業協会
  覚書調印式
 12/12 大阪府収用委員会
 12/14 国土交通省中央建築士審査会
12/15  運営委員会
12/18  大阪府収用委員会
12/20  高石市副市長面談
  正副会長会議、理事会
12/25  豊能町副町長・能勢町長面談

今年度の建築士会全国大会は「山とまち
と木造建築」をテーマに、京都府知事 ･
市長をお招きし、12 月 8 日に京都市勧業
館で開催され、全国の建築士会から 3,800
名、大阪からは 93 名が参加しました。
大会式典では、平安時代から御所務めの
大工である番匠が仕事初めのときの伝統

動静レポート

（右）石川
　　高石市副市長

（左）乾
　　豊能町副町長

（右）上森
　　能勢町長

左から衛藤京都会長、三井所連合会会長、
江口埼玉会長

消費者関係団体の皆様

区分 合格者数（名） 合格率（％）
一級 3,365（271） 37.7（37.3）
二級 5,763（442） 53.2（51.9）
木造 247（41） 76.0（80.4）

（右）堀田
　　全日本不動 
　　産協会大阪
　　府本部長

（右）阪井
　　大阪府宅地
　　建物取引業
　　協会会長

会長動静

平成 29 年建築士設計製図試験合格者
の発表

運営委員会

消費者関係団体との意見交換会

社会貢献委員会

全国大会京都大会に、全国から建築士
3800 名が参加

運営委員会

不動産関係 2 団体と相互協力協定を
締結

社会貢献委員会
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まちづくり分科会は、今年で活動 20 年
目の節目となるため、記念シンポジウム
を開催しました。
まず、活動履歴の説明を行いました。
内容は 5つに分類でき、早いものから、
①地域まちづくりを担う建築士を 10 年
間調査（「まちづくり建築士はどうすれ
ば食べていけるか」などがテーマ）。
②まちに配慮した建築空間等を市民が写
真を撮り、それらを市民と建築士が一緒
に公開審査する「まちへの気配り賞」を
毎年 1 回、計 10 回実施。
③景観法に基づき 3 自治体（大阪市・吹
田市・箕面市）から指定された景観整備
機構団体として活動。
④近代建築・大阪長屋に関する企画（ヘ
リテージマネージャー育成講座の第 1 回
目は、本分科会が担いました。）、講演会、
まち歩き、他団体支援や後援活動。

12 月 8 日に全国大会京都大会が行われ
ました。人気の京都での開催という事で、
全国から約 3,800 名の方々が参加された
そうです。初日の午前中はまちづくりや
青年・女性など 5つに分かれてセッショ
ンが行われ、午後は記念フォーラムで「山
とまちと木造建築」をテーマに山や京都
の暮らし、木造等についてリレースピー
チと、ディスカッションが行われました。
大会では冒頭に番匠保存会の方々による
釿始めの厳かな雰囲気とともにスター
ト。そして大交流会では「京都居酒屋物
語」と題した大会では珍しい、屋台をイ
メージした着座での交流会で、伏見のお
酒をいただきながら、舞妓さん芸妓さん
と記念撮影会に盛り上がりました。8 日
の夜の最後の行事は長野県建築士会との
がんこ高瀬川二条苑での交流会でした。
久々に長野士会の皆様と再会して元気を
いただき、また二条苑の美しい庭園を堪

Topics

⑤この 20 年間でまちづくり団体を総計
49 件支援してきた地域貢献活動助成に
ついてでした。
次に、6 人の歴代委員長がパネリストと
なり、苦労話や成果と反省点について
熱っぽく語り合いました。
紙面の都合上、一部だけの紹介になりま
すが、気配り賞の受賞作品がヒントにな
り、実際の建築デザインに活かされたこ
と。本分科会が後援した長屋再生で、学
生が壁塗りなど再生作業を体験して、教
育的効果が非常に大きかったとの話が印
象に残りました。
会場からは、地域で景観まちづくりを進
める建築士の方から、手弁当で長年活動
を続ける実際の話も聞けました。
シンポジウム後、本分科会の活動に大変
関心を持ったとか、建築士のこうした多
様なまちづくり活動を知らなかったな

能いたしました。8 日の夜は女性 6 人で
五条の町家に宿泊し、長い 1 日が楽しく
終わりました。
9 日のエクスカーションは、Ⅰコース「水
の都 歴史と賑わい・酒づくりのまち伏見」
に参加しました。最初に京都聖母女学院、
次に外国人観光客があふれる伏見稲荷
へ、そして静かな伏見の御香宮神社、鳥
せい、月桂冠大倉記念館、寺田屋、黄桜
カッパ記念館と時代毎の面影を残す伏見
のまちを巡りました。京都は毎週お茶の
お稽古で通っているのですが、まだまだ
知らない場所がたくさんあるようです。
京都府建築士会の皆さまが 3 年前から入
念な準備を重ねられ、特に女性委員の皆
さまはいつも御着物でパワフルに本当に
頑張ってこられ、大変な盛会で終了いた
しました。お土産に頂いたカレンダーは
今年 12 月の京都大会から始まり、18も
のエクスカーションで毎月が構成されて

ど、ご意見をいただき、活動の励みとな
りました。
今後も、新たなまちづくりのニーズに応
え活動していきたいと思います。

います。これから 1 年半このカレンダー
を見る毎に京都大会を思い出す事でしょ
う。伝統と現代技術が共存する京都での
印象深い大会であったと思います。

第 60 回 建築士会全国大会「京都大会」に参加して
日程：平成 29 年 12 月 8 日（金）・9 日（土）　　会場：京都市勧業館みやこめっせ　　参加者：93 名

石貫方子（副会長）

まちづくり分科会 20 周年シンポジウム「これまでの 20 年とこれからの 20 年」報告
日程：平成 29 年 11 月 29 日（水）　　会場：大阪府建築士会東会議室　　参加者：23 名

北野幹夫（理事）
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Gallery 建築作品紹介 桜橋御幸ビル 設計：日建設計（構造設計：大林組）
施工：大林組

四ツ橋筋と国道 2 号線に面する桜橋の交差点に立地し、不整形な台形で狭隘
な敷地にあっても、周辺のビルに埋もれない競争力の高いテナントオフィス
ビルを目指した。外観は台形平面の対角を結ぶ緩やかな円弧を描くエッジの
効いたスカイラインと、各階スパンドレル部に設けた PC 製の三重庇を積層
して水平線を強調し、また通りを遠くまで望むことができる立地特性を活か
して、交差点角に面するコーナー部はフルハイトサッシュとして、街に開か
れた佇まいとした。平面計画は最大限整形なオフィススペースを確保するよ
う L 字型に配置し、コアは X 階段の採用よりコンパクトにまとめ、基準階
でレンタブル比 77％を実現している。

所 在 地：大阪市北区
用　　途：貸事務所・店舗
竣　　工：2017.09
構造規模：鉄骨造
　　　　　地上 14 階
　　　　　塔屋 1 階
敷地面積：863.29㎡
建築面積：737.41㎡
延床面積：9,577.28㎡
写　　真：鈴木研一
　　　　　写真事務所
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Gallery 建築作品紹介 大阪ソーダ総合研究開発センター 設計：大林組
施工：大林組

創立 100 周年を迎え、新規事業の研究機能を強化する目的で、総合研究
開発センターは計画された。施設は 4 階建てで、中央の共用エリアを挟
んで南北に研究エリアを配置している。共用エリアには 4 層を貫く光庭
とその周りに立体的に配置した階段・吹抜を中心に様々な交流の場を仕
掛けることで、研究者間のコミュニケーションを活性化し、様々なシー
ンで打合せや情報の発信が展開される空間を提供した。この空間特性と
内部で行われる技術開発の結集が、企業理念を体現するものとして、内
部機能をファサードに表出させ、工業地帯に大阪ソーダとしての新たな
風景を創った。　　　　　　　　　　　　　　　（児玉克史／吉田悠佑）

所 在 地：兵庫県尼崎市
用　　途：研究所
竣　　工：2017.11
構造規模：S造・地上4階
敷地面積：3,4315.81㎡
建築面積：1,260.51㎡
延床面積：4,567.03㎡
写　　真：伸和
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Gallery 建築作品紹介 高山商店東大阪営業所 設計・監理：一級建築士事務所 YURI DESIGN
施　　工：西友建設

町工場の多い東大阪市の交差点に計画された、塗料の卸売販売兼倉庫。
4t 車が東の交差点から進入し、敷地内を一方通行で南の道路に抜ける
ため、その軌道から楕円形の平面をもつ建物になった。
1 階は倉庫。2 階はオフィス。屋上は憩いの場として様々な種類の植物
と土舗装の散歩道、木製のベンチが設えられた。外周のプランターに植
えられた蔓植物が外壁に下垂して、地上の植物とともに、潤いのある街
並みを形成することを目指して。

所 在 地：大阪府東大阪市
用　　途：倉庫兼事務所
竣　　工：2017.10
構造規模：鉄筋コンクリート造 
　　　　　2階建て
敷地面積：709.89㎡
建築面積：212.22㎡
延床面積：407.43㎡
写　　真：喜多　章
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Gallery 建築作品紹介

廊下 寝室

パソコン
コーナー

リビング ダイニング和室(ハナレ)

キャットウォーク

ピロティ

キッチン
土間 土間

子供部屋

テラス

N

2F Plan

Section

ベランダ

キッチン

リビング ダイニング
土間

土間
テラス和室

(ハナレ)

HANARE 設計：井上久実設計室
施工：西友建設

敷地は大阪市南部の住宅街。商店街に程近く、行き交う人々が街に活気と賑
わいを与えています。この賑わいに囲まれた18坪の敷地に、小さくとも豊かさと
静けさが感じられることをテーマにしました。街の賑わいから距離を取るために、
道路から真っ直ぐに伸びる階段を上った先に、空が抜けたテラスと、テラスを挟
む2つの土間を配し、その空間を玄関としています。このテラスと土間からなる
一体の空間は、時には内部空間として、ハナレ（和室）とリビングを繋げ、また、時
には外部空間として、賑やかな街との緩衝帯となります。ハナレに行くには、土間
からテラス、テラスから土間と進む事で、この和室が特別なものであるという感
覚を演出し、住まい手に豊かさが感じて貰えると期待しています。  （井上久実）

所 在 地：大阪市東住吉区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2017.05
構造規模：木造
敷地面積：59.90㎡
建築面積：44.36㎡
延床面積：100.12㎡
写　　真：冨田英次
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

第10回建築人賞
第一次審査会（公開）
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人 大阪府建築士会では
会誌『建築人』のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
「建築人賞」を実施しています。
「第10回建築人賞」では、審査委員長・古谷誠章氏のご参加の元
第一次審査を公開で実施します。
皆様ご参加の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■ 「第10回建築人賞」第一次審査会開催について
　　日時：平成 30年 2月 3日（土）
　　　　　13時 00分～ 17時 30分（開場 12時 30分）
　　会場：いちょうホール
　  　　　 大阪市中央区本町 4-1-13 御堂ビル 1階
　　定員：100名（当日先着順申込不要、入場無料）

■ 「第10回建築人賞」実施概要について
　　主催：公益社団法人大阪府建築士会
　　審査委員長：古谷誠章（建築家・早稲田大学教授）
　　審査対象作品：『建築人』2017 年１月号から 12月号まで
　　　　　　　　　Gallery に掲載された建築作品
　　　　　　※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの
　　審査方法（２段階審査）：
　　　第一次審査  公開プレゼンテーションにより選定
　　　第二次審査  現地確認により選定
　　表彰（設計者に対して）：
　　　建築人賞（賞状と記念盾）、建築人奨励賞  （賞状）
　　　　※建築主・施工者には感謝状授与

　　受賞発表：『建築人』2018 年 7月号誌面（予定）

■ 問い合わせ

　 公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
    TEL 06-6947-1961  FAX 06-6943-7103
     

　審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～87年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ
              （現NASCA）共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
2014年～　第6回建築人賞より審査委員長就任
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手
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
伴
っ
て
初
来
日
し
た
レ
ー
モ

ン
ド
は
、
庶
民
の
暮
ら
す
日
本
の
木
造
の
町
並
み

が
醸
し
出
す
寛
い
だ
雰
囲
気
に
魅
せ
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
早
く
も
一
九
二
一
年
に
は
ラ
イ
ト
の
下
を

離
れ
、
自
ら
の
設
計
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

そ
の
草
創
期
に
、
東
京
女
子
大
学
を
起
点
に
、
一

九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
系
の
学
校
を
全
国
各
地
に
手
が
け
て
い
く
。
だ

が
、
東
京
女
子
大
学
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
こ
に
は
ラ
イ
ト
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
日

本
の
日
常
を
形
づ
く
る
木
造
の
建
築
に
学
び
な
が

ら
、
ラ
イ
ト
の
方
法
か
ら
の
離
脱
を
模
索
し
始
め

る
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
中
で
、

自
ら
の
独
自
性
を
打
ち
出
す
手
ご
た
え
を
感
じ
た

の
が
、清
心
女
子
高
等
学
校
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

自
伝
の
中
で
、レ
ー
モ
ン
ド
は
、当
時
を
振
り
返
っ

て
、
次
の
よ
う
な
回
想
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
新
し
い
施
主
は
、
東
京
に
あ
る
国
際
的
な
修

道
院
の
東
京
聖
心
学
院
︵
一
九
二
四
︶
で
あ
っ
た
。

そ
の
新
し
い
学
校
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
ま
だ
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
影
響
が
強
く
残
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
、
神
戸
郊
外
の
小
林
に
あ
る
神
戸

聖
学
院
︵
一
九
二
六
︶
や
、
岡
山
の
清
心
女
学

校
︵
一
九
二
八
︶
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
ラ
イ
ト
の

影
響
は
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
、
東
京
聖
心
学
院
に
く
ら

べ
れ
ば
構
造
は
さ
ら
に
明
確
に
な
り
単
純
に
な
っ

た
。﹂︵
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
著
、
三
沢
浩

訳
﹃
自
伝
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
﹄
鹿
島
出

版
会
一
九
七
〇
年
︶

　

こ
れ
ら
の
学
校
を
手
が
け
る
中
で
、
装
飾
過
多

の
ラ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
脱
す
る
た
め
に
レ
ー
モ

ン
ド
が
目
指
し
た
の
は
、
日
本
の
木
造
建
築
か
ら

学
ん
だ
構
造
体
の
明
確
化
と
単
純
化
、
そ
し
て
、

内
外
空
間
の
連
続
性
の
実
現
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
女
学
校
で
は
、
装
飾
や
余
分
な
壁
は
削
ぎ
落

と
さ
れ
、
シ
ン
プ
ル
な
骨
格
に
純
化
さ
れ
た
柱
と

梁
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
窓
か
ら
自
然
光
の
差
し
込

む
明
る
さ
に
満
ち
た
室
内
が
誕
生
す
る
。
ま
た
、

東
京
女
子
大
学
で
斬
新
な
絵
柄
の
色
鮮
や
か
な
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
多
用
し
た
ラ
イ
ト
の
手
法
と
は

異
な
り
、
よ
り
単
純
な
形
の
フ
レ
ー
ム
と
淡
い
色

調
の
色
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
こ
と
で
、
透
明
感
あ
ふ

れ
る
清
澄
な
雰
囲
気
も
創
り
出
さ
れ
た
。こ
と
に
、

中
庭
に
面
す
る
出
入
り
口
は
、
当
時
と
し
て
は
珍

し
く
、
ス
チ
ー
ル
枠
の
ガ
ラ
ス
扉
と
な
っ
て
お
り
、

内
と
外
が
一
体
と
な
る
モ
ダ
ン
な
印
象
が
際
立
つ
。

一
方
、
外
観
を
見
る
と
、
縦
長
の
窓
が
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
並
ぶ
上
部
に
水
平
線
を
強
調
し
た
庇
が
設
け

ら
れ
、
立
面
を
引
き
締
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
雨

の
多
い
日
本
の
気
候
風
土
を
理
解
し
た
上
で
の
機

能
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ス
チ
ー
ル
製
の
窓
が
朽
ち
る
こ
と
な
く
、

今
で
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教

室
の
出
入
口
は
引
戸
と
な
っ
て
お
り
、
廊
下
側
の

壁
に
は
の
ぞ
き
窓
を
兼
ね
た
換
気
用
の
丸
窓
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る

工
夫
や
造
形
が
目
を
引
く
。
も
ち
ろ
ん
、
清
潔
に

保
つ
た
め
に
、
幅
木
や
階
段
な
ど
は
職
人
の
手
仕

事
に
よ
る
人
造
石
の
研
ぎ
出
し
で
仕
上
げ
ら
れ
、

階
段
の
鼻
先
に
は
タ
イ
ル
が
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
校
舎
全
体
に
凛
と
し
た
清
新
な

空
気
が
流
れ
て
い
て
心
地
よ
い
。

　

し
か
し
、
竣
工
時
に
東
洋
一
の
白
亜
の
殿
堂
と

称
さ
れ
た
こ
の
女
学
校
は
、
続
く
戦
時
下
に
過
酷

な
試
練
へ
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
大
学
に
残
る

資
料
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
の
シ
ス
タ
ー
は
、

強
制
収
容
の
後
、
母
国
へ
強
制
送
還
さ
れ
、
日
本

人
シ
ス
タ
ー
も
修
道
服
の
着
用
を
禁
止
さ
れ
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
白
く
輝
い
て
い
た
校
舎
も
、
空

襲
を
避
け
る
た
め
に
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
で
全
面
的

に
黒
く
塗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の

校
舎
に
は
当
時
の
黒
い
外
壁
の
一
部
が
そ
の
ま
ま

保
存
さ
れ
て
お
り
、
戦
時
下
の
暗
い
歴
史
を
今
に

伝
え
る
。
そ
れ
で
も
、
幸
い
な
こ
と
に
、
一
九
四

五
年
六
月
二
九
日
に
市
街
地
の
七
割
を
焼
失
し
た

岡
山
空
襲
で
も
、
こ
の
校
舎
は
奇
跡
的
に
空
襲
を

免
れ
、
戦
後
復
興
の
中
で
、
帰
校
し
た
シ
ス
タ
ー

た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
静
か
な
学
園
の
姿
を
取

り
戻
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年
に
高
層

の
中
央
棟
︵
設
計
／
村
上
徹
︶
が
建
て
ら
れ
た
が
、

レ
ー
モ
ン
ド
の
校
舎
は
大
切
に
守
ら
れ
、
二
〇
〇

七
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
女
学
校
の
竣
工
時
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

の
ア
ト
リ
エ
に
い
た
前
川
國
男
が
、
岡
山
の
戦
後

復
興
の
起
点
と
な
る
県
庁
舎
を
手
が
け
る
の
も
何

か
の
縁
だ
ろ
う
か
。
戦
争
を
挟
ん
で
師
弟
の
建
築

が
共
存
す
る
奇
跡
を
噛
み
し
め
て
お
き
た
い
。

光あふれる聖堂の内部

南西より見る聖堂外観

清心高等女学校　1929 年
レーモンドが遺した白亜の女学校

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹂の
建
設
と
、中
に
入
る
ベ
ー

カ
リ
ー
店
舗
の
開
発
で
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

カ
リ
ー
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
、
一
日
の
パ
ン

の
売
上
目
標
か
ら
、
初
期
投
資
額
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
費
用
を
算
出
し
ま
し
た
。
機
器
の
能
力
に
加

え
、
職
人
の
技
術
も
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
目
標

の
売
上
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
人
研
ぎ
の
カ
ウ
ン

タ
ー
や
陳
列
ト
レ
イ
の
細
部
に
至
る
ま
で
苦
労

を
重
ね
た
店
︵
写
真
Ａ
︶
が
無
事
オ
ー
プ
ン
に

漕
ぎ
着
け
た
時
は
、
ま
ち
の
風
景
を
一
つ
変
え

る
こ
と
が
出
来
た
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
オ

ガ
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ら
テ
ナ
ン
ト
が
支
払
え
る

家
賃
、
必
要
と
す
る
面
積
か
ら
建
設
す
る
建
物

の
規
模
・
仕
様
を
決
め
て
い
ま
す
。
何
か
を
や

り
た
い
事
業
オ
ー
ナ
ー
と
、
そ
れ
を
受
け
る
不

動
産
オ
ー
ナ
ー
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計

画
が
金
融
融
資
を
通
り
、
は
じ
め
て
建
つ
の
が

民
間
施
設
で
す
。
こ
の
当
た
り
前
の
ス
テ
ッ
プ

を
経
ず
に
建
つ
公
共
施
設
の
甘
さ
を
思
い
知
っ

た
と
同
時
に
、
ま
ち
な
み
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
重
要
性
、
芝
生
広
場
な
ど
の
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
の
価
値
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
集
客
力
を
再
認
識
し
、
公
が
環
境
整
備
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
民
の
商
機
が
大
き
く
広
が
る

こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

他
の
地
域
で
、
紫
波
町
の
例
を
形
だ
け
真
似

て
も
上
手
く
い
く
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

東
市
は
、
市
営
住
宅
の
建
替
に
つ
い
て
も
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︵Public Private 

Partnership

︶
と
呼
ば
れ
る
こ
の
公
民
連
携

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
は
、
市
の
財
政
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

会
社
が
出
資
や
事
業
を
行
い
、
責
任
を
持
っ
て

エ
リ
ア
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
、
だ
か
ら
こ
そ

思
い
切
っ
た
ま
ち
づ
く
り
も
出
来
る
、
と
い
う

こ
と
を
庁
内
外
に
説
明
し
ま
し
た
。
地
域
住
民

と
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
民
間
賃
貸
住
宅
や
商
業
施
設
を
建
て
、
市

第
58
回

１
．公
務
員
、パ
ン
屋
を
つ
く
る

　

大
阪
府
大
東
市
は
、
Ｊ
Ｒ
東
西
線
で
北
新
地

駅
か
ら
一
五
分
の
住
道
︵
す
み
の
ど
う
︶
駅
を

中
心
に
、
生
駒
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
人
口
約

一
二
万
人
の
都
市
で
す
。
大
阪
市
や
北
摂
地
域

へ
の
人
口
流
出
が
続
く
中
、
府
内
で
も
一
早
い

二
〇
一
五
年
九
月
に
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
を

策
定
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
大
阪

市
に
は
な
い
も
の
で
大
東
市
が
既
に
有
し
て
い

る
も
の
を
磨
こ
う
、
市
民
や
民
間
を
主
役
に
据

え
よ
う
、
市
は
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う

黒
子
役
に
徹
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
こ
の
総

合
戦
略
を
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た
東
克

宏
地
方
創
生
局
長
と
東
坂
浩
一
大
東
市
長
は
、

当
時
市
営
住
宅
の
建
替
計
画
を
担
当
し
て
い
た

私
に
、公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
べ
く
、

﹁
稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
岩
手
県
紫

波
︵
し
わ
︶
町
の
﹁
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
﹂
代
表

で
あ
る
岡
崎
正
信
氏
の
元
で
の
研
修
を
命
じ
た

の
で
し
た
。

　

紫
波
町
は
盛
岡
市
と
花
巻
市
の
中
間
に
位
置

す
る
人
口
三
万
三
千
人
の
農
業
を
中
心
産
業
と

し
た
ま
ち
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
紫
波
中
央
駅
前
の
地

価
は
二
〇
一
二
年
か
ら
四
年
連
続
で
上
昇
し
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
、
雪
捨
て
場
で
し
か
な

か
っ
た
駅
前
一
〇
．七
ｈ
ａ
の
町
有
地
は
、
民

間
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
主
導
し
、
補
助
金
に
頼

ら
ず
、
公
共
施
設
と
民
間
施
設
の
境
目
な
い
開

発
を
行
う﹁
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト︵
注
１
︶﹂

に
よ
っ
て
、
徐
々
に
姿
を
変
え
て
来
ま
し
た
。

三
人
の
子
供
と
共
に
紫
波
町
に
入
っ
た
二
〇
一

六
年
四
月
、
年
間
一
〇
〇
万
人
の
来
場
者
を
誇

る
エ
リ
ア
と
な
っ
た
オ
ガ
ー
ル
は
、
そ
の
開
発

最
終
年
度
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
私
に
与
え
ら

れ
た
仕
事
は
、
町
民
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
場

の
創
出
と
し
て
、病
児
保
育
室
併
設
の
小
児
科
、

町
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
商
業
テ
ナ
ン
ト
が
入
る
民
間
施
設
﹁
オ

大阪府大東市では 2016 年 10 月にまちづくり会社を設立し、人口減少・少子高齢化の将来を見据えながら
積極的なまちづくりが進められています。まちづくり会社唯一の従業員で事業推進部長を務める入江智子
さんにその活動内容をご紹介いただきました。

「健築人をめざして」〜公民連携のまちづくり〜

入江　智子
大東公民連携まちづくり事業株式会社 事業推進部長
1976 年生まれ。京都工芸繊維大学卒業後、大東市役所に入庁、主に学校や市営住宅などの公共施設の営繕業務に従事。2017 年 4 月より現職。
二級建築士。

は
一
部
を
市
営
住
宅
と
し
て
借
り
上
げ
る
他
、

公
園
や
道
路
の
整
備
を
担
い
エ
リ
ア
全
体
の
価

値
向
上
を
目
指
す
﹁
北
条
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
︵
図
Ｂ
Ｃ
︶﹂
が
二
〇
一
六
年
の
末

に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
か
ら
戻
り
、

市
役
所
を
退
職
派
遣
と
な
っ
た
私
が
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
実
務
を
担
う
こ
と
で
、
二
〇
二
〇
年

の
完
成
に
向
け
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行

し
て
い
ま
す
。

２
．健
康
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
体
の
構
想
で
あ
る
大
東
市
公
民
連
携
基

本
計
画
︵
注
２
︶
に
は
、
北
条
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、
深
野
北
小
学
校
跡
地
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
住
道
駅
周
辺
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計

四
つ
の
リ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
こ
れ
ら
を
網
羅

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
に
も
市
に
も
地
域
に
も
、
多
く
の
将
来
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
同
時
複
数
的
に
解

決
し
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
少
し
豊
か

な
も
の
と
な
り
、
地
域
の
中
で
お
金
が
回
っ
た

結
果
、
税
収
の
中
か
ら
真
に
必
要
な
質
の
高
い 写真 A
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な
ど
の
各
種
団
体
に
出
向
き
、﹁
歌
っ
て
い
る
だ

け
で
は
い
つ
か
誰
か
が
通
え
な
く
な
り
ま
す
よ
﹂

な
ど
と
話
し
、
す
で
に
あ
る
集
ま
り
に
、
こ
の

体
操
を
準
備
運
動
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
を
、

住
民
自
身
が
選
び
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
働
き

か
け
た
こ
と
か
ら
で
す
。
効
果
を
実
感
し
て
、

人
々
の
意
識
が
変
わ
っ
た
結
果
、
口
コ
ミ
で
広

ま
り
、
体
操
の
場
が
自
然
な
見
守
り
の
場
に
も

な
り
ま
し
た
。
高
齢
で
た
と
え
虚
弱
に
な
っ
て

も
、
障
害
が
あ
っ
た
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
も
、

誰
も
が
地
域
で
活
動
的
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
必
要
な
手
は
、
公
と
民
の
総
力
戦
で
、
先
手

先
手
で
打
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
．大
東
ズ
ン
チ
ャ
ッ
チ
ャ
夜
市

　

大
東
市
に
あ
る
資
源
を
磨
く
と
い
う
点
で

は
、
住
道
駅
前
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
合
流
す
る

寝
屋
川
、
恩
智
川
と
そ
の
上
に
か
か
る
駅
前

デ
ッ
キ
を
生
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

道
駅
周
辺
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し

て
、
デ
ッ
キ
か
ら
の
夕
景
を
、
美
味
し
い
ご
飯

と
音
楽
と
共
に
楽
し
む
夜
市
︵
写
真
Ｅ
︶
を
毎

月
最
終
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
飲

食
店
や
、
実
店
舗
を
持
っ
て
い
な
い
ク
ラ
フ
ト

作
家
達
に
声
を
掛
け
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
空
間

に
四
〇
店
舗
ほ
ど
が
連
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
さ
れ
、
知
名
度
も
少
し

ず
つ
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
よ
り
、
道

路
と
い
う
機
能
し
か
な
か
っ
た
場
所
で
、
ま
ち

の
人
達
が
楽
し
ん
で
お
金
を
落
と
し
、
実
店
舗

の
新
規
顧
客
獲
得
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
、
ま
ち
の
風
景
を
変

え
る
店
が
ど
こ
か
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を

想
っ
て
、
そ
こ
に
出
来
る
建
築
を
想
っ
て
、
今

日
も
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

︵
注
１  http://ogal-shiw

a.com
/

︶

︵
注
２ http://w

w
w

.city.daito.lg.jp/kakukakara
noosirase/tihousousei/tihousousei/koum
in/1489136547620.htm

l
︶

図 B

写真 E

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
、
一
見

不
可
能
な
よ
う
で
、縮
退
の
時
代
に
お
い
て
は
、

公
は
こ
れ
ら
を
セ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば
ま
ち

づ
く
り
が
出
来
ま
せ
ん
。
民
の
投
資
意
欲
も
今

こ
こ
に
集
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。
整
備
に
か
か

る
投
資
は
最
小
限
に
限
り
、
地
域
の
資
源
︵
モ

ノ
・
人
︶
を
活
用
す
る
こ
と
も
共
通
認
識
で
す
。

深
野
北
小
学
校
跡
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

地
元
の
企
業
や
大
学
が
連
携
し
、
廃
校
の
形
状

を
生
か
し
な
が
ら
、
観
光
や
教
育
旅
行
も
視
野

に
入
れ
、
相
撲
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体
験

施
設
と
し
て
も
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
健
康

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
理
学
療
法
士
で

あ
る
逢
坂
伸
子
高
齢
介
護
課
参
事
が
二
〇
〇
五

年
か
ら
進
め
て
き
た
﹁
大
東
元
気
で
ま
っ
せ
体

操
︵
写
真
Ｄ
︶﹂
と
い
う
通
い
の
場
づ
く
り
を

中
心
と
し
た
介
護
予
防
事
業
に
、
建
築
の
視
点

で
﹁
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
﹂、﹁
高
断
熱
・
高
気

密
住
宅
﹂
な
ど
を
掛
け
合
わ
せ
、
さ
ら
に
健
康

寿
命
を
延
ば
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
で
キ
ー
と

な
る
の
は
や
は
り
人
で
す
。
体
操
拠
点
が
現
在

一
〇
八
ヶ
所
に
ま
で
広
ま
っ
た
の
も
、
き
っ
か

け
は
﹁
寝
た
き
り
な
ら
ん
で
儲
か
り
ま
っ
せ
﹂

を
合
言
葉
に
、
市
職
員
が
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

図 C

写真 D
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

藤井寺市小山９－１１－１７
尾 鍋 建 築 設 計 事 務 所

尾 鍋 裕 実

本年も宜しくお願い申し上げます

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

人 に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）

大阪建築界の活性化のため頑張ろう！

アトリエ　クレオ

森 田 茂 夫

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

あけましておめでとうございます。

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

謹賀新年 2018
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

佐 野 吉 彦亀 井　忠 夫
 

奥 村 雅 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫

関 西 支 部  支 部 長
公益社団法人日本建築積算協会

阿波野 昌 幸

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

謹賀新年 2018

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

取締役社長
専務執行役員
大阪本店長

白 石 　 達
鶴 田 信 夫

本　　社：東京都港 区 港 南 2 - 1 5 - 2 電話 03（5769）1111
大阪本店：大阪市北区中之島 3 - 6 - 3 2 電話 06（6456）7000

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

専務執行役員関西支店長 金 井 隆 夫

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

専務執行役員
支 店 長 松　崎　公　一

建 設 会 社
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

ISO9001
ISO14001
認証取得

■本社・工場　〒708-0011  岡山県津山市上田邑3235-2
TEL (0868) 28-0171㈹　FAX (0868) 28-4254

「サービス提供」から「価値共創」へ

井 上　一 朗

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

〒530-0055
大阪市北区野崎町９番８号 永楽ニッセイビル
TEL（06）6363-4077 FAX（06）6363-4079

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社
基 礎 事 業 部
大 阪 支 店

名 古 屋 支 店

四 国 支 店

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大 阪 市 中 央 区 南 船 場４ - １１ - ２８
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

建材・設備会社 他

謹賀新年 2018

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関
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〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411 FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社

スマホで撮った写真を、アプリを使って自分でレイアウト！

APP STOREから
アプリを無料ダウン
ロード（iphone）

LINEアプリ
を無料ダウンロード
（iphone・Android）

パブリカ
フォトブックがかんたんに

作成できます！！

1冊 500円 他にも多様なサイズを取り揃え！140mm×140mm×28P例えば

〒599-8271　堺市中区深井北町3418－1
TEL 072－278－4157（代表）

ビル・マンションの大規模修繕工事

高分 子株 式 会 社
代表取締役　山口　朗

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 武　井　俊　之

DESIGNER’S NETWORK

株式会社　ディーネット
代表取締役　宗　次　健　太

〒660-0828 尼崎市東大物町２－１－２１　TEL.（06）6483－6308

小荷物専用昇降機 / ダムウェーター
人荷用 ・荷物用エレベーター
いす式階段昇降機 /自由生活

総合エレベーターメーカー

本社︓大阪市西区京町堀 1-12-20
TEL︓0120-07-0570
HP︓www.kumalift.co.jp

カメラ＋タッチパネル付きディスプレイを
搭載した新型ダムウェーター

E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com

建材・設備会社 他

謹賀新年 2018
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
二
月
二
十
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
九
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
一
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
六
、

九
五
八
、三
九
九
円
、
支
出
一
三
、四
五
七
、〇
四

三
円
、
差
引
△
六
、四
九
八
、六
四
四
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
は
二
二
、〇
六
六
、一
二
五
円

を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
費
収
入
は
ほ
ぼ
予
算
額
に
到
達
し
ま
し
た
が
、

会
員
減
少
は
続
い
て
お
り
、
今
年
度
の
建
築
士
試

験
合
格
者
の
入
会
を
促
す
活
動
を
強
化
し
会
員
増

強
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

研
修
活
動
は
、
事
業
が
後
期
に
集
中
し
、
こ
れ
ま

で
予
算
の
約
四
〇
％
の
進
捗
状
況
で
す
。
特
に
木

造
耐
震
修
講
習
会
、
監
理
技
術
者
講
習
会
の
受
講

者
が
減
少
し
、
収
入
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

︵
２
︶本
会
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
、

一
一
月
度
理
事
会
に
引
き
続
き
再
議
し
ま
し
た
。

論
点
は
、
本
会
で
は
売
主･

買
主
が
安
心
し
て
既

存
住
宅
の
取
引
が
で
き
る
市
場
を
整
備･

活
性
化

す
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
、
空
家
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
四
月
の
法
改

正
に
よ
り
可
能
と
な
る
、
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
の

結
果
を
活
用
し
た
既
存
住
宅
瑕
疵
保
険
を
扱
う
検

査
機
関
へ
の
登
録
と
、
そ
の
登
録
に
必
要
な
本
会

の
建
築
士
事
務
所
登
録
を
行
う
こ
と
で
す
。

本
会
の
講
習
会
を
修
了
し
た
多
く
の
イ
ン
ス
ペ
ク

タ
ー
を
活
用
し
て
、
法
改
正
が
必
要
な
社
会
的
課
題
で

あ
る
既
存
住
宅
現
状
調
査
と
既
存
住
宅
瑕
疵
保
険
を
広

く
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
公
益
法
人
で
あ
る
本
会
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
理
事
会
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
本
会
が
建
築
士
事
務
所
登
録
を

行
っ
て
実
施
す
る
業
務
は
、
瑕
疵
保
険
業
務
の
み
に
限

定
す
る
こ
と
で
、全
会
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

二
十
一

　
　

電
話
だ
か
ら
こ
そ
気
軽
に
相
談文　

橋
本
頼
幸

　

疑
問
に
思
っ
て
も
知
り
合
い
の
建
築
士
や
工
務
店

に
聞
く
の
は
大
げ
さ
だ
し
な
、と
い
う
よ
う
な
相
談
の

窓
口
と
し
て
建
築
士
会
の
電
話
相
談
が
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

確
認
申
請
は
必
要
か
？

　

木
造
二
階
建
て
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
。間

取
り
の
変
更
、床
の
張
替
え
、壁
ボ
ー
ド・ク
ロ
ス
の
張

替
え
が
中
心
で
、床
面
積
が
増
え
る
こ
と
は
無
い
と
の

こ
と
。こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
確
認
申
請
は
必
要
か
と
い

う
相
談
で
し
た
。電
話
相
談
で
は
、情
報
が
限
定
さ
れ

る
の
で﹁
絶
対
要
り
ま
せ
ん
﹂と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、

﹁
話
を
聞
く
限
り
で
は
不
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

心
配
な
ら
行
政
の
窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。確

認
申
請
は
不
要
で
あ
っ
て
も
法
律
は
守
る
必
要
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
﹂と
担
当
相
談
員
は
回
答

し
た
と
の
こ
と
。そ
の
後﹁
業
者
の
建
築
士︵
二
級
︶は

説
明
す
る
義
務
は
あ
る
の
か
？
﹂と
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
説
明
義
務
ま
で
は
な
い
が
し
て
も
ら
っ
て
も
良
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
﹂と
い
う
や
り
取
り
の
よ
う
で
し
た
。

〇
〇
と
い
わ
れ
た
が
本
当
か
？

　

業
者・建
築
士・知
り
合
い
な
ど
に﹁
〇
〇
と
い
わ

れ
た
が
本
当
か
？
﹂と
い
う
相
談
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

路
地
状
の
敷
地
に
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、路
地
状
部
分
が
二
〇ｍ
あ
る
の
で
接
道

幅
が
四ｍ
必
要
と
言
わ
れ
た
が
本
当
か
？
と
い
う
相

談
。お
そ
ら
く
正
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、さ
す
が
に
電
話

相
談
だ
け
で
は
正
確
に
回
答
す
る
の
は
難
し
く
相
談

は
面
接
相
談
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。こ
れ
に
限
ら

ず
、建
築
士
や
業
者
か
ら
言
わ
れ
た
事
項
の﹁
本
当

か
？
相
談
﹂は
ほ
と
ん
ど
本
当
な
の
で
す
が
、違
う
人

に
も
確
認
を
取
り
た
い
と
い
う
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

的
な
心
理
も
働
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
〇
っ
て
何
で
す
か
？

　

こ
れ
も
よ
く
あ
る
相
談
の
一
つ
で
す
。﹁
剛
床
と
は

な
ん
で
す
か
？
﹂と
い
う
こ
と
だ
け
を
尋
ね
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。別
の
日
に
別
の
方
か
ら
も﹁
長

期
優
良
住
宅・耐
震
等
級
三
で
計
画
し
て
い
る
が
、床

の
仕
様︵
剛
床
︶や
耐
震
等
級
三
は
ど
ん
な
内
容
か
？

柱
状
改
良
と
は
何
か
？
﹂に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。こ
れ
ら
の
専
門
的
な
相
談
に
対
し
て
、専
門
で

な
い
一
般
の
方
を
相
手
に
電
話
で
説
明
し
て
、理
解
し

て
も
ら
う
の
は
と
て
も
困
難
で
す
。現
に
前
者
の
相
談

で
は
、担
当
相
談
員
は
四
十
五
分
も
説
明
し
て
、最
終

的
に﹁
理
解
し
て
い
な
い
﹂と
の
印
象
を
受
け
た
と
記

録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。心
配
な
ら
面
接
相
談
を
、と

勧
め
て
お
ら
れ
て
い
ま
す
。後
者
の
相
談
で
は﹁
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
種
類
と
施
工
法
に
つ
い
て
、屋
根
の
仕
上
げ

に
つ
い
て
﹂に
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。担

当
相
談
員
は
三
十
分
程
度
の
説
明
を
さ
れ
た
よ
う
で

す
。い
ず
れ
も
、理
解
し
た
か
、納
得
し
た
か
に
つ
い
て
は

﹁
難
し
い
﹂と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、そ
う

い
っ
た
相
談
に
つ
い
て
第
三
者
が
説
明
を
す
る
こ
と
は
、

た
と
え
正
し
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
相
談
者

の
満
足
度
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
先
と
し
て

　

建
築
に
ま
つ
わ
る
相
談
先
に
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、

電
話
で
毎
日
気
軽
に
相
談
で
き
る
の
が
本
会
の
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な﹁
知
り

合
い
の
建
築
士
や
工
務
店
、行
政
の
窓
口
に
聞
く
に

は
少
し
大
げ
さ
な
気
が
す
る
し
、ま
し
て
、全
然
知
ら

な
い
設
計
事
務
所
に
電
話
し
て
聞
く
こ
と
も
で
き
な

い
﹂と
思
っ
た
と
き
に
、相
談
を
す
る
相
手
と
し
て
、本

会
の
電
話
相
談
の
役
割
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、本
来
の
設
計
者
で
あ
る
建
築
士
や
業
者
に
確

認
す
る
べ
き
こ
と
や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
も
、気
軽
に
電
話

で
相
談
で
き
る
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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　時間が経っても変わらない素材があった
ら、みなさんはどう思いますか？半永久的に
変化なく、絶対的な存在感を醸す瓦を今回は
紹介します。栄和瓦産業で取り扱っている「黒
燻」シリーズです。

　取材の中で実際のサンプルを見たとき、そ
の「黒さ」に本当に驚きました。なぜなら、
今まで見たことがないような黒だったからで
す。世の中には黒い色の服や車など、様々な
製品が存在していますが、「黒燻」の黒さは
他に類を見ない質感です。取材をさせていた
だいた濱口代表取締役に聞くと、定量的な値
として明度（V）3.4、彩度（C）0.0 と絶対
的な黒に近い数字ですが、驚くべきはその表
面の肌理です。表面の目には見えないような
微小な凹凸部から光を奥へ奥へと吸収してい
る、そう感じさせる雰囲気を醸し出していま
した。さらに面白いことに、太陽光に照らさ
れると薄く光を放ち、またその表情を一変さ
せるのです。また雨に濡れると表面に付着し
た水分と反応して黒さの質が変化します。本
当に不思議な感覚です。

　取材を通して、だんだんとその理由がわ
かってきました。黒燻を生成する過程におい

て、通常のいぶし瓦の焼成温度とは異なり、 
1080℃と高温で焼成することにより、淡路
特有である土の中に多く含まれた鉄分（Fe）
が四酸化三鉄（Fe3O4）、いわゆる黒錆へ変
化します。釉薬は一切使っていない、素材の
みで生み出される自然な色合いです。この黒
錆が非常に緻密な瓦を形成し、安定した絶対
的とも思わせる黒さを発色するわけです。

　その特徴は色味に留まりません。その緻密
性により、その表面も通常の銀いぶしのデリ
ケートな炭素膜よりも、高硬度で傷がつきに
くく、吸水率も 4～ 5％と低いため、寒冷地
でも問題なく使用することができます。黒燻
シリーズでは、通常の瓦の形状だけでなく、
煉瓦状や床タイル状の形状も生産しており、
通常傷がつきやすい床や壁などに使用するこ
とにも適しています。

　一方、黒燻の製品化に伴い、当初、生産過
程におけるいくつかのデメリットがあったそ
うです。例えば、通常より高い温度で焼成す
るため、燃料費がかかります。さらに通常よ
り収縮率が高く、ねじれが発生しやすいため、
不良率が上がり、生産性が落ちます。しかし
ながら長年の開発改善によりそのデメリット

をカバーし、他に類をみない「黒燻」が製品
化されました。この新しい瓦が、瓦の枠組み
を広げ、淡路瓦業界全体を活性化し、建築の
可能性をも広げる、そう感じさせてくれる瓦
でした。

　ご興味ある方はぜひ問い合わせてみてくだ
さい。設計のヒントが見つかると思います。

　
　
編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　  

河
合
哲
夫

　

本
誌
二
〇
一
六
年
四
月
号
建
築
人
︵
け
ん
ち
く

び
と
︶
に
登
場
頂
い
た
山
中
孔
氏
が
、
二
〇
一
七

年
十
二
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
九
十
二
歳
。

竹
中
工
務
店
設
計
部
時
代
は
も
と
よ
り
、
同
社
を

退
職
さ
れ
た
後
も
関
西
の
建
築
界
に
影
響
を
与
え

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
氏
は
、
私
の
会
社
の
大
先
輩

と
し
て
、
設
計
者
と
し
て
、
一
人
の
人
と
し
て
、

多
く
の
教
え
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
氏
は
生
涯
を
通
じ
て
﹁
住
ま
い
の
改
善
﹂

に
情
熱
を
注
が
れ
、
居
間
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る

﹁
リ
ビ
ン
グ
ア
ク
セ
ス
﹂
の
住
ま
い
を
理
想
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
家
族
の
い
る
居
間
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
で
自
然
に
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
、﹁
礼
﹂
が

育
ま
れ
る
住
ま
い
の
大
切
さ
を
説
か
れ
た
の
で
す
。

　

角
界
の
事
件
や
緊
張
感
の
高
ま
る
国
際
情
勢

等
、
二
〇
一
七
年
を
振
り
返
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

る
中
、﹁
人
が
社
会
生
活
を
送
る
上
で
最
も
大
切

に
し
な
い
と
い
け
な
い
﹂
と
氏
が
説
か
れ
た
﹁
礼
﹂

と
い
う
言
葉
が
ま
す
ま
す
重
く
響
い
て
き
ま
す
。

　

氏
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
い
か
に
伝
え
、
活
か

し
て
い
け
ば
よ
い
か
。
掛
替
え
な
い
宝
物
と
大
き

過
ぎ
る
課
題
を
私
に
遺
し
て
逝
か
れ
ま
し
た
。

　

氏
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
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　時間が経っても変わらない素材があった
ら、みなさんはどう思いますか？半永久的に
変化なく、絶対的な存在感を醸す瓦を今回は
紹介します。栄和瓦産業で取り扱っている「黒
燻」シリーズです。

　取材の中で実際のサンプルを見たとき、そ
の「黒さ」に本当に驚きました。なぜなら、
今まで見たことがないような黒だったからで
す。世の中には黒い色の服や車など、様々な
製品が存在していますが、「黒燻」の黒さは
他に類を見ない質感です。取材をさせていた
だいた濱口代表取締役に聞くと、定量的な値
として明度（V）3.4、彩度（C）0.0 と絶対
的な黒に近い数字ですが、驚くべきはその表
面の肌理です。表面の目には見えないような
微小な凹凸部から光を奥へ奥へと吸収してい
る、そう感じさせる雰囲気を醸し出していま
した。さらに面白いことに、太陽光に照らさ
れると薄く光を放ち、またその表情を一変さ
せるのです。また雨に濡れると表面に付着し
た水分と反応して黒さの質が変化します。本
当に不思議な感覚です。

　取材を通して、だんだんとその理由がわ
かってきました。黒燻を生成する過程におい

て、通常のいぶし瓦の焼成温度とは異なり、 
1080℃と高温で焼成することにより、淡路
特有である土の中に多く含まれた鉄分（Fe）
が四酸化三鉄（Fe3O4）、いわゆる黒錆へ変
化します。釉薬は一切使っていない、素材の
みで生み出される自然な色合いです。この黒
錆が非常に緻密な瓦を形成し、安定した絶対
的とも思わせる黒さを発色するわけです。

　その特徴は色味に留まりません。その緻密
性により、その表面も通常の銀いぶしのデリ
ケートな炭素膜よりも、高硬度で傷がつきに
くく、吸水率も 4～ 5％と低いため、寒冷地
でも問題なく使用することができます。黒燻
シリーズでは、通常の瓦の形状だけでなく、
煉瓦状や床タイル状の形状も生産しており、
通常傷がつきやすい床や壁などに使用するこ
とにも適しています。

　一方、黒燻の製品化に伴い、当初、生産過
程におけるいくつかのデメリットがあったそ
うです。例えば、通常より高い温度で焼成す
るため、燃料費がかかります。さらに通常よ
り収縮率が高く、ねじれが発生しやすいため、
不良率が上がり、生産性が落ちます。しかし
ながら長年の開発改善によりそのデメリット

をカバーし、他に類をみない「黒燻」が製品
化されました。この新しい瓦が、瓦の枠組み
を広げ、淡路瓦業界全体を活性化し、建築の
可能性をも広げる、そう感じさせてくれる瓦
でした。

　ご興味ある方はぜひ問い合わせてみてくだ
さい。設計のヒントが見つかると思います。
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建
築
人 

1

彦根の家　井上久実設計室

　彦根城南東の護国神社を臨み、往来の多い県道と落ち着い
た市道に短辺で接する縦長の敷地に、”静かな生活”が求めら
れました。
　両隣の建物が立て込んだ環境の中、隣地境界側に沿って外
壁を配置し、その内部に大小の建物ボリュームと中庭が交互に
連続する空間構成としました。
　2つの空間が交互に連続する事で、縦長の敷地の奥行き感
が強調されると同時に、喧騒も徐々に減衰され、静かな空間が
得られました。またそれぞれの空間を繋ぐ、奥行き方向に貫通す
る”路地”は、時にリビングと一体となり空間を拡張し、時に路
地自身が幅を広げ中庭との関係性を深めるなど、単なる通過動
線を超えた空間体験をもたらしています。建物から中庭、中庭か
ら建物の双方向の視線や空間体験とそれに並行する路地空間
の拡張的な空間体験が重奏する事で、静けさと同時に豊かさが
うまれる事を期待しています。
　分節されたそれぞれのボリュームを勾配屋根とする事で、片
流れの屋根の連なりが切妻屋根のような心象を与え、彦根の街
並みに調和した優しい表情を醸し出しています。

撮影：冨田英次　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
井上久実
1967年 奈良県生まれ
1990年 大阪市立大学生活科学部住居学科卒業
1990年 大林組建築設計部入社
1999年 ロンドン在住
2000年 井上久実設計室開設

■建物データ
建 築 主：田井中聡明
所 在 地：滋賀県彦根市
用　　途：1戸建て住宅
竣　　工：2016 年 10月
設　　計：井上久実設計室
施　　工：西友建設株式会社
敷地面積：278.19 平米
建築面積：170.60 平米
延床面積：209.54 平米
構造規模：木造  地上 2階


